
第 3次調査
第1調査区-2

1溝 S D 07(東 より)

2 溝 S D 07断面

(東 より)

3 溝 S D 08・ 落込 S X 02

(北東より)
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第 3次調査
第1調査区-2

1土坑 S K 07断面

(東 より)

2土坑 SKl司 (西 より)

3F区 ビットS P ll遺物出土状況
(東 より)
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第 3次調査
第1調査区-3

図
版
２０

く激
ドヽ

一
澱

l MoN区全景

2竪穴住居 S B 28(北 西より)

期
:1鞠

3竪穴住居 S B 27(南 東より)
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第 3次調査
第 1調査区-3

1掘立柱建物 S B 29(西 より)

2掘立柱建物 S B 30(東 より)

図
版
２‐

Ｍ
押撹競

3掘立住建物 S B 31(西 より)
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第 3次調査
第1調査区-3

図
版
２２

10。 P,Q区全景 (東 より)

2竪穴住居 S B 32・ 33全景 (東 より)

3竪穴住居 S B 33(南 東より)
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第 3次調査
第 1調査区-3

/メ 図
版
２３

|

2 jFH立 桂建物 S B 35(東 より)

二韓 t'

!i,ヾ  今`

| ■

141
1,!3Q区 全景 (東 より)
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第 4次調査
第2調査区

喜 図

i版
: 24

稔
】

lA・ B区全景

2C区全景

一鞭鑢

囀
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3D区全景
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第 4次調査
第2調査区

図
版
２５

1掘立桂建物 S B 01(東 より)

2E・ D区全景

IT茸 1吾肇隷野r

3落 ち込みS X 01(北 西より)
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第 4次調査
第3調査区

図
版
２６

1調査区全景 (北西より)

2 SD 01 ・ 02・ 集石遺構2調査区全景 (市東より)
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第 4次調査
第4調査区

鞠
∞芦町

考||
■職

,fi埼

期囲影―.銅誓
lA区全景 (北 から)

4 SB01全景 (北 から)

図
版
２７

2B区 全景 (南 から)

3C・ D区全景 (北 から)
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第 4次調査
第5調査区

図
版
２８

lA・ B・ C区全景

(西 より)

2A・ B・ C区全景

(東 より)

3A・ B区全景

(西 より)
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第 4次調査
第5調査区

図
版
２９

1掘立桂建物 S B 01(西 より)

2溝 S D 01(北 より)

3溝 S D 02(北 より)
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第 4次調査
第5調査区

図
版
３０

l DoE区全景 (西 より)

3F区全景 (西 より) 4G区全景 (東 より)
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第 4次調査
第5調査区

図
版
３‐

1掘立柱建物 S B 04(北 より)

2,蕎 S D 05

須恵器邪出状況

3G区北部遺構

検出状況
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第 4次調査
第6調査区

図
版
32

lA区金景 (北東から) 2A区全景 (北 東から)

3A区全景 (南西から) 4B区全景 (東 から)
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第 4次調査
第6調査区

図
版
３３

1 ピッ トS P 001

土層断面 (東 から)

2 ビッ トS P 007

土層断面 (西 から)

3 ピッ トS P 032

土層断面 (南 から)
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第 4次調査
第7調査区

図
版
３４

lA区全景 2A区遺構検出状況

3B区全景 4落ち込み S X 01セ クション
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第 4次調査
第8調査区

図
版
３５

1第 8調査区-1全景 (南 から) 2第 8調査区-2全景 (北東から)

3第 8調査区-3区全景 (南西から)
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第 4次調査
第8調査区

図
版
３６

彎|

il:う

一ヽ
鵡一一一翌
れ僻

ヽ
章
一Ｖ

1第 8調査区-5
土坑 S K12全景

(北東より)

2第 3調査区-5
落ち込みS X 02全 景
(北 東より)

3第 8調査区-5
落ち込みS X 03全景
(南 東より)
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第 4次調査
第9調査区

図
版
３７

1清 S D 02 S D 03 S D 05(西 より)

2 拝寺S D 05

3D区全景
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遺物
第2次調査

第 5ト レンチB区

第4ト レンチ I区 S D 01

第4ト レンチA区

第 3次調査 (第 1調査区―

トレンチ」区 27第 5ト レンチB区
トレンチAttS D 01

図
版
３８

21第 4

26 身導4

25

28

第 1・ 2・ 4次調査

S B 03

S P 50 S K 04
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遺物
第3次調査 (第 1調査区-1)

35。 36  S K 08

第 3次調査 (第 1調査区―

38・ 39。 41 '42  S B 14

図
版
３９

９

留

44-46'49-51  S D 08

55・ 56・ 58  SD08 62・ 63
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遺物
第3次調査 (第 1調査区-2)

59・ 60  S B 19

第 3次調査-3
(第 1調査区-3)

S B 29

第4次調査

106・ 108。 109

第 5調査区 S D 01

118 第 5調査区遺物包合層

図
版
４０

7974

S P ll

S P 18

S B ll

38 67 SD07 70 旧耕土

遺物包含層

S B 32・ 33

112・ 114 身35司司ヱ≦EttS D 02
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遺物
第4次調査

第 6調査区 P007

第 6調査区遺物包合層

第 6調査区遺物包含層

第 7調査区遺構面上層

図
版
４‐

123

第 8調査区S X 02

第 3調査区S X 01

第 8調査区S K 12

第 8調査区遣物包含層

165

150

第 8調査区S B 02 S P 36 179 第 8調査区S K 12

第 8調査区旧耕± 182 第 8調査区S X 02

183・ 185  身き9司司ヱ≦区こS D 05 湿地状落ち込み

183
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報 告 書 抄 録

ふ りが な かつお いせき いち

垂 名 勝 雄 遺 跡
Ｔ

■

副 書 名 県営固場整備事業 (担い手育成基盤整備事業)勝雄地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編 著 者 名 西岡巧次 (編)  阿部敬生 関野
堂 阿部 功 中谷 正

編 集 機 関 神戸市教育委員会

所 在 地 〒650-8570 兵庫県神戸市中央区加納町六丁目5番 1号

発行年月日 2000年 3月 31日

ふ り が な ふりがな コー ド
耳ヒ和革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 所在地 市町村 遺跡番号

勝 雄 遺 跡

兵庫県神戸市

北区淡河町勝雄

字天神ノロ

119呑地

他

28110 】ヒ[至 381
刀
■

　

（も

　

っ
々

135°

5ア

26〃

第 1次
19970120^ヤ 19970328

第 2次
19970408-19970630

第 3次
19970925-19980304

第 4次
19980413-19980930

1610♂

540♂

2200ポ

2530nド

圃場整備事業

圃場整備事業

圃場整備事業

圃場整備事業

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

勝 雄 遺 跡

集落 弥生時代後期

飛鳥時代

～奈良時代前半

中世

(鎌倉～室町時代 )

竪穴住居 3棟・溝 1

条・土坑 lヶ 所

(弥生 )

亀付 き竪穴住居14棟

掘立柱建物14棟・溝

7条 (飛′鳥～奈良)

掘立柱建物 8棟

(中世 )

弥生土器

須恵器・土師器

青磁器・青白磁

器・蛸壺・製塩

土器・陶硯・墨

書土器

当遺跡は弥生時代に集落

が営まれたが、古墳時代

には集落は営まれず七世

紀にいたつて突如集落が

出現する。当初は竪穴住

居の集落であったが、七

世紀半ばころ掘立柱建物

が採用され、一時期並存

し、奈良時代まで集落は

継続する。このように、

畿内縁辺部にある古代集

落で竪穴から掘立柱建物
への移行を確認できる。



勝雄遺跡 I
― 県営圃場整備事業 (担い手育成基盤整備事業)勝雄地区に伴う一
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